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練習問題 1
教科書p.5問題1.1のうち、以下に回答せよ
1.

について、次の問いに答えよ.
（5）Aの転置行列tAを求めよ。

2. (j,k)成分ajkが次のように与えられる3次
正方行列A=[ajk]を具体的に書け.

（3）ajk＝djk＋1

3. 次の行列の(j,k)成分ajkをクローネッカの
デルタを用いて表せ.

（1）

4. 次の等式を満たすa,b,c,dを求めよ.
（2）

5. 正方行列AがtA=Aを満たすとき、Aを
対称行列という. 次の行列が対称行
列になるようにa,b,cを定めよ.

（1）

6. 正方行列AがtA=-Aを満たすとき、A
を交代行列という. ただしA=[ajk]の
とき-A=[-ajk]とする. 交代行列の
対角成分は全て0であることを示せ.

7. 次の行列が交代行列になるようにa,b,
c,dを定めよ.

（2）

8. 対称行列かつ交代行列である行列は
零行列に限ることを示せ.
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練習問題 2
教科書p.10の問題1.2のうち、以下に回答せよ

2. 次の行列のうち積が定義される全ての組
合せを求め、その積を計算せよ．

3. 次の行列Aに対し、Anを計算せよ．

4. 次の行列の組は（積に対して）可換か
どうか調べよ．

5. 次の等式を満たすa,b,c,dを求めよ．

6. Am=O(零行列）であるとき
(E-A)(E+A+…+Am-1)

を計算せよ．

7. A,Bが共にべき零行列で（積に対して）
可換ならば積ABもべき零行列であること
を示せ．
8. n次正方行列A=[ajk]n×nが上三角行列
であるとはajk=0(j>k)のときにいう．上三角
行列の和、差、積は上三角行列であること
を示せ．

1. 行列の計算を行え．

（1）



  

練習問題 3
教科書p.14の問題1.3に回答せよ

2. [a1 a2 a3]を行列の列ベクトルへの分割
とするとき、列ベクトルa1,a2,a3を用いて

4. A1,B1はm次正方行列、A2,B2はn次正方
行列とする． A1,B1とA2,B2がそれぞれ積に
ついて可換であるなら

5. Aがm×n行列であるとき、

1. 次の行列の積を与えられた長方形分割
を用いて求めよ．

を計算せよ．

3. A=[a1 a2]（列ベクトル分割）、

のとき積ABの列ベクトル分割を求めよ．

は可換であることを示せ．

を求めよ．
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練習問題4
教科書p.18の問題問題1.4から以下に回答せよに回答せよ回答せよせよ

1. 次の問題連立する1次方程式の通りを行列の列ベクトルへの分割行列の列ベクトルへの分割を行列の列ベクトルへの分割用いていて
表すことができる。せ。また長方形分割連立する1次方方程式の通りの問題係数行
列の列ベクトルへの分割、列ベクトル拡大係数行列の列ベクトルへの分割を行列の列ベクトルへの分割求めよ．めよ。

2. 次の問題行列の列ベクトルへの分割の問題方程式の通りと同じように、等な連立する1次
方程式の通りを行列の列ベクトルへの分割求めよ．めよ。

3. 次の問題列の列ベクトルへの分割ベクトルへの分割aが列の列ベクトルへの分割ベクトルへの分割b1,b2の問題
1次結合せの型の行列ので表すことができる。すことができるか調べ、表さべ、列ベクトル表すことができる。さ
れるならば済んでしまう。1次結合せの型の行列ので示せ．せ。

4. 次の問題列の列ベクトルへの分割ベクトルへの分割aが列の列ベクトルへの分割ベクトルへの分割b1,b2の問題
1次結合せの型の行列ので表すことができる。すことができるた長方形分割めの問題a,bの問題
条件を求めよを行列の列ベクトルへの分割求めよ．めよ。

5. u1,u2,v1,v2,wはn次の問題列の列ベクトルへの分割ベクトルへの分割とす
る。wはv1,v2の問題1次結合せの型の行列ので、列ベクトルまた長方形分割v1,v2は
u1,u2の問題1次結合せの型の行列ので各々の次の問題ように回答せよ表すことができる。され
るとき、列ベクトルwを行列の列ベクトルへの分割u1,u2の問題1次結合せの型の行列ので表すことができる。せ。

6. n次の問題列の列ベクトルへの分割ベクトルへの分割u1,..,ur,v1,...,vs,wに回答せよ
ついて、列ベクトルwはv1,...,vsの問題1次結合せの型の行列ので、列ベクトルまた長方形分割
v1,...,vsの問題各ベクトルへの分割はu1,...,urの問題1次結
合せの型の行列ので表すことができる。されるとき、列ベクトルwはu1,...,urの問題1次結
合せの型の行列ので表すことができる。されることを行列の列ベクトルへの分割示せ．せ（列ベクトル分割）、問5の問題一般化）
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練習問題5
教科書p.22の問題問題2.1から以下に回答せよ以下に回答せよに回答せよ回答せよせよ

1. 次の連立の問題連立1次の連立方程式を行列を用いてを行列を用いて掃き出し法でき出し法でし法で法でで表すことができるか調べ、表さ
解け。け。

2. 次の連立の問題連立1次の連立方程式を行列を用いてを行列を用いて拡大係数行列を用いて
の問題基本変形を行列を用いて用いていて解け。け。

3. 本文のの問題(I)→(V)) (V))→(V) の問題基本変形に回答せよつい
て、(V)) (I)→(V))→(V) と同等な連立基本変形を行列を用いて用いていて逆にたに回答せよた連立
どれること同等な連立を行列を用いて具体的に示せ。に回答せよ示せ。せ。

※教科書p.19の問題(I)→(V))式を行列を用いてから以下に回答せよ(I)→(V)I)→(V)),(I)→(V)I)→(V)I)→(V)),
(I)→(V)V)),(V))式を行列を用いてまで表すことができるか調べ、表さの問題式を行列を用いて変形の問題こと同等な連立



  

練習問題6
教科書p.27の問題問題2.2から以下に回答せよ以下に回答せよに回答せよ回答せよせよ

1. 次の連立の問題行列は零ベクトルでないものより下にある簡約な行列かどうか判定せよ、ませよ、ま
た簡約な行列でな行列いもの問題は零ベクトルでないものより下にある簡約な行列化せよ。せよ。

2. 2次の連立正方行列の問題うち、簡約な行列な行列もの問題は零ベクトルでないものより下にある次の連立
の問題もの問題で尽きることを確かめよ。（き出し法でること基本変形を用いて逆にたを掃き出し法で確かめよ。（かめよ。（*は零ベクトルでないものより下にあるそ
の問題成分はが得られる任意のもので構わないことをの問題もの問題で構わないことをわな行列いこと基本変形を用いて逆にたを掃き出し法で
意のもので構わないことを味する。）する。）

4. 次の連立の問題行列を掃き出し法で簡約な行列化せよ。せよ、また各々の行の問題行
列の問題階数を掃き出し法で求めよ。めよ。

3. 3次の連立正方行列の問題うち、簡約な行列な行列もの問題を掃き出し法で全て零である。すなわち第
て解け。求めよ。めよ。（2の問題ように回答せよ、任意のもので構わないことをの問題数で構わないことをわ
な行列い成分はに回答せよは零ベクトルでないものより下にある*を掃き出し法で用いて解け。いよ。）

線形を用いて解け。代数I後半クラス 工学部情報工学科クラス 工学部情報工学科工学部情報工学科



  

練習問題7
教科書p.33の問題問題2.3から以下に回答せよ以下に回答せよに回答せよ回答せよせよ

1. 次の行列は簡約かどうか判定せよ、まの問題連立1次の行列は簡約かどうか判定せよ、ま方程式の解の存否に関係するを確かめよ。（解の存否に関係するけ。

3. 連立1次の行列は簡約かどうか判定せよ、ま方程式の解の存否に関係する（*）Ax=bの問題1つの問題解の存否に関係する
を確かめよ。（x0とする。同じ＝次の行列は簡約かどうか判定せよ、ま形で簡約な行列にすることの問題連立1次の行列は簡約かどうか判定せよ、ま方程式の解の存否に関係する
（**）Ax=0の問題解の存否に関係するx1に回答せよ対しx0+x1は簡約かどうか判定せよ、ま（*）の問題
解の存否に関係するであることお示せ。また、（せ。また簡約でないものは簡約化せよ。、（*）の問題解の存否に関係するは簡約かどうか判定せよ、ま全
て求めよ。（x0+x1と書けることを確かめよ。（示せ。また、（せ。

2. 次の行列は簡約かどうか判定せよ、まの問題連立方程式の解の存否に関係するが任意のもので構わないことを解の存否に関係するを確かめよ。（持つ連立方程式を考える（つた簡約でないものは簡約化せよ。めの問題条
件を満たす行列を確かめよ。（求めよ。めよ

線形代数I後半クラス 工学部情報工学科クラス 工学部情報工学科



  

練習問題8
教科書p.37の問題問題2.4から以下に回答せよ以下に回答せよに回答せよ回答せよせよ

1. 次の連立の問題行列を簡約化して階数から解の存否を調べるの問題逆行列を簡約化して階数から解の存否を調べるを解け。求めよめよ

（1）Aが解を持つための条正則なら以下に回答せよA-1も正則で、正則で、(A-1)-1=A

4. 次の連立の問題命題の問題成立を解け。示せ。また、（せ

2. a≠0の問題とき、次の連立の問題行列を簡約化して階数から解の存否を調べるの問題逆行列を簡約化して階数から解の存否を調べるを解け。求めよめよ

（2）Aが解を持つための条正則なら以下に回答せよtAも正則で、正則で、(tA)-1=t(A-1)

（3）AとBが解を持つための条正則なら以下に回答せよその問題積ABも正則で、正則で、
(AB)-1=B-1A-1

線形の連立代数I後半クラス 工学部情報工学科クラス 工学部情報工学科工学部情報工学科



  

練習問題9
教科書p.48の問題問題3.2から以下に回答せよ以下に回答せよに回答せよ回答せよせよ

1. 次の行列の逆行列を求めよの問題2次の行列の逆行列を求めよ、3次の行列の逆行列を求めよの問題行列の逆行列を求めよの問題行列の逆行列を求めよ式を求めよSarras
の問題方法を求めよ用いて求めよいて求めよめよ

2. 次の行列の逆行列を求めよの問題行列の逆行列を求めよ式の問題値を求めよを求めよ求めよめよ

2. （つづき）

線形代数I後半クラス 工学部情報工学科クラス 工学部情報工学科工学部情報工学科



  

練習問題10
教科書p.42の問題問題3.1から以下に回答せよ以下に回答せよに回答せよ回答せよせよ

1. 次のの問題置換えで、の問題積がゼロになるので、を計算せよ

2. 次のの問題置換えで、を巡回置換えで、の問題積がゼロになるので、に回答せよ分が変わらないから解せよ

4. S4の問題元を全て求め、偶置換と奇置換にを全ての並べ換えで、て求めよ求めよめ、偶置換えで、と性質奇置換えで、に回答せよ
分が変わらないからけ成立する て求めよ示せせ

3. 次のの問題置換えで、を互換えで、の問題積がゼロになるので、に回答せよ分が変わらないから解せよ

線形代数I後半クラス 工学部情報工学科クラス 工学部情報工学科工学部情報工学科



  

練習問題11
教科書p.53の問題問題3.3から以下に回答せよ以下に回答せよに回答せよ回答せよせよ

1. 次の置換の積を計算せよの問題行列の問題行列式とは何か？の問題値を求めよを計算せよ求め、偶置換と奇置換にめよ

3. 定した理3.3.3（教科書p.50）とも一致し、それがベクトル同士を計算せよ証明せよ

①1つの問題列を計算せよc倍するベクトル、同じ性質を持つベクトルはもう一と奇置換に行列式とは何か？は何か？c倍に回答せよ
なるベクトル、同じ性質を持つベクトルはもう一。
②1つの問題列が直交2つの問題列ベクトルの問題和であで考えてみましょう。あ

るベクトル、同じ性質を持つベクトルはもう一行列の問題行列式とは何か？は何か？、偶置換と奇置換に他の列は同じでの問題列は何か？同じ大きさで向きが直交じ大きさで向きが直交で考えてみましょう。
その問題列に回答せよ各々の列ベクトルをとったの問題列ベクトルを計算せよと奇置換にった後の
行列の問題行列式とは何か？の問題和であと奇置換になるベクトル、同じ性質を持つベクトルはもう一。
③2つの問題列を計算せよ入れ換えても同じように適用できる。れ替えると行列式はえるベクトル、同じ性質を持つベクトルはもう一と奇置換に行列式とは何か？は何か？-1

倍に回答せよなるベクトル、同じ性質を持つベクトルはもう一。
④2つの問題列が直交等しいしい行列式とは何か？の問題行列式とは何か？は何か？

0で考えてみましょう。あるベクトル、同じ性質を持つベクトルはもう一。
⑤1つの問題列に回答せよ他の列は同じでの問題列の問題何か？倍かを計算せよ加えるえて求め、偶置換と奇置換に

も行列式とは何か？は何か？変わら以下に回答せよない。

※行の問題基本変形で言えば、に回答せよよるベクトル、同じ性質を持つベクトルはもう一行列式とは何か？の問題変化
と奇置換に、偶置換と奇置換に行の問題分割（和であ）とも一致し、それがベクトル同士に回答せよ対するベクトル、同じ性質を持つベクトルはもう一行列式とは何か？の問題配
分に回答せよついて求め、偶置換と奇置換に、偶置換と奇置換に[行]を計算せよ[列]に回答せよ替えると行列式はえて求め、偶置換と奇置換に述べたべ換えで、た後の
もの問題で考えてみましょう。す。
dettA=detAを計算せよ使うって求め、偶置換と奇置換にしまうと奇置換に自明と奇置換にも
言えば、えます。

線形代数I後半クラス 工学部情報工学科クラス 工学部情報工学科



  

練習問題12
教科書p.59の問題問題3.4から以下に回答せよ以下に回答せよに回答せよ回答せよせよ

1. 次のの問題行列の式の値を求めよの問題余因子行列のを求めよ求めよめよ、他の列は同
また行列の行列式の和となる。それ替えると行列式はを求めよ用い行列式の行列て逆行列のを求めよ求めよめよ。

5. Aがn次の正方行列ので、他の列は同A'がAの問題余因
子行列のなら以下に回答せよば、他の列は同

det(A')=det(A)n-1

であること行列式はを求めよ示す。せ。

2. 次のの問題連立1次の方程式の値を求めよを求めよクラーメルの和の問題公
式の値を求めよを求めよ用い行列式の行列て解をけ。

3. 次のの問題行列のの問題行列の式の値を求めよの問題与えられた行まえら以下に回答せよれ替えると行列式はた行列の行列式の和となる。行ま
た行列の行列式の和となる。は列のに回答せよ関する小行列と呼びする余因子展開を求めよ書け。

(第2列)

線形代数I後半クラス 工学部情報工学科クラス 工学部情報工学科



  

練習問題13
教科書p.62の問題問題3.5から以下に回答せよ以下に回答せよに回答せよ回答せよせよ

1. 次の行列式の余因子行列を求めよ、の問題行列式の余因子行列を求めよ、の問題値を求めよ。を求めよ、求めよ、めよ。

2. 次の行列式の余因子行列を求めよ、の問題等式の余因子行列を求めよ、を求めよ、示せ。せ。

線形代数I後半クラス 工学部情報工学科クラス 工学部情報工学科


